
九州大学農学部 スーパーグローバル大学等事業 経済社会の発展を牽引するグローバル人材育成支援

【ランチタイム合同説明会開催！～春の香港＆アメリカ編～】
お昼ごはんを食べながら、おはなししましょう♪ 申込不要・出入自由

第1回：11月4日（水） 12：10～12：50（40分）
箱崎キャンパス 農学部1号館4階471号室

第2回：11月5日（木） 12：10～12：50（40分）
伊都キャンパス センター1号館1303教室

カンザス出身の（？）廣政先生と
肉博士の後藤先生が同行します！

詳しくは、説明会で♪
来れない人は個別対応します。

【お申込み・お問合せ】
農学部グローバル人材育成推進プロジェクトオフィス

（21世紀交流プラザⅡ2階）
担当：廣政（ひろまさ）准教授、西宮（にしみや）

TEL：092-642-3104/3183
E-mail：gjinzai-eigo@agr.kyushu-u.ac.jp

※内容は変更する可能性があります。

海外大学での問題解決の科学体験プログラム

アメリカ・カンザス州立大学で
ミートサイエンスと大規模農業を学ぶ

■研修期間：2016年2月29日（月）～3月17日（木）17日間（予定）
■場所：カンザス州立大学（アメリカ合衆国）
■対象：農学部学部生・院生 10名程度 ■単位数：2単位
■費用：25万円前後（※要件を満たせば、奨学金（8万円）に応募可能）
■英語力問わず！（ただし、基本的に現地では英語でレクチャーが行われます。）

アニマルサイエンスに興味がある人優先！※応募者多数の場合は、高年次の学生を優先します。
■応募締切：2015年11月19日（木）17：00まで
■応募方法：申込書をダウンロードし、必要事項を記入の上、メールでご応募下さい！
※詳しくは・・・グローバル人材オフィスのホームページを参照 http://www.agr.kyushu-u.ac.jp/Gjinzai/index.html

日本は小麦や牛肉を始めとした、多くの農産品を米国から輸入しています。
食肉の世界的産地であるカンザスで、肉牛の誕生から出荷、販売から調理に至るまでを

追いながら、農学的観点から、グローバルな食料生産について考えます。

Ad Astra Per Aspera!
困難を克服しての栄光
（カンザス州のモットー）

春休み
はコレ！
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